
なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

5
画

音

ア
ツ

7
画

音

イ

訓

か
こ
む
・
か
こ
う

11
画

音

イ

訓

う
つ
る
・
う
つ
す

6
画

音

イ
ン

5
画

音

エ
イ

訓

な
が
い

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

気 き

あ

つ

2

む

か

こ

む

3

る

う

つ

る

4

要 よ
う

い

ん

5

い

な

が

い

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

圧
力

2

周
囲

3

移
動

4

原
因

5

永
遠

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「営・衛・易・益・液」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-01

圧・囲・移・因・永
やさしい ★☆☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

12
画

音

エ
イ

訓

い
と
な
む

16
画

音

エ
イ

8
画

音

エ
キ
・
イ

訓

や
さ
し
い

10
画

音

エ
キ

11
画

音

エ
キ

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

業

え
い
ぎ
ょ
う

2

防 ぼ

う

え

い

3

し
い

や

さ

し

い

4

有 ゆ

う

え
き

5

血 け
つ

え
き

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

経
営

2

衛
生

3

貿
易

4

利
益

5

液
体

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「演・応・往・桜・可」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-02

営・衛・易・益・液
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

14
画

音

エ
ン

7
画

音

オ
ウ

8
画

音

オ
ウ

10
画

訓

さ
く
ら

5
画

音

カ

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

出 し
ゅ
つ
え
ん

2

用

お

う

よ
う

3

路

お

う

ろ

4

色

さ
く
ら
い
ろ

5

決

か

け

つ

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

演
技

2

反
応

3

往
来

4

夜
桜

5

可
能

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「仮・価・河・過・快」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-03

演・応・往・桜・可
やさしい ★☆☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

6
画

音

カ

訓

か
り

8
画

音

カ

8
画

音

カ

12
画

音

カ

訓

す
ぎ
る
・
す
ご
す

7
画

音

カ
イ

訓

こ
こ
ろ
よ
い

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

面

か

め

ん

2

物 ぶ

っ

か

3

口

か

こ

う

4

通 つ

う

か

5

い

こ
こ
ろ
よ
い

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

仮
説

2

価
格

3

運
河

4

過
去

5

快
晴

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「解・格・確・額・刊」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-04

仮・価・河・過・快
やさしい ★☆☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

13
画

音

カ
イ

訓

と
く
・
と
け
る

10
画

音

カ
ク

15
画

音

カ
ク

訓

た
し
か
・
た
し
か
め
る

18
画

音

ガ
ク

5
画

音

カ
ン

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

く

と

く

2

合 ご
う

か

く

3

正 せ

い
か

く

4

半 は

ん
が

く

5

朝 ち
ょ
う
か
ん

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

理
解

2

性
格

3

確
実

4

金
額

5

週
刊

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「幹・慣・眼・紀・基」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-05

解・格・確・額・刊
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

13
画

音

カ
ン

訓

み
き

14
画

音

カ
ン

訓

な
れ
る
・
な
ら
す

11
画

音

ガ
ン

9
画

音

キ

11
画

音

キ

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

み

き

2

れ
る

な

れ

る

3

肉 に

く

が

ん

4

世 せ

い

き

5

地

き

ち

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

新
幹
線

2

習
慣

3

眼
科

4

紀
元

5

基
本

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「寄・規・喜・技・義」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-06

幹・慣・眼・紀・基
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

11
画

音

キ

訓

よ
る
・
よ
せ
る

11
画

音

キ

12
画

音

キ

訓

よ
ろ
こ
ぶ

7
画

音

ギ

13
画

音

ギ

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

る

よ

る

2

定 じ
ょ
う
ぎ

3

ぶ

よ

ろ
こ

ぶ

4

競 き

ょ
う
ぎ

5

務

ぎ

む

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

寄
付

2

規
則

3

大
喜
び

4

技
術

5

正
義

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「逆・久・旧・救・居」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-07

寄・規・喜・技・義
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

9
画

音

ギ
ャ
ク

3
画

音

キ
ュ
ウ

訓

ひ
さ
し
い

5
画

音

キ
ュ
ウ

11
画

音

キ
ュ
ウ

訓

す
く
う

8
画

音

キ
ョ

訓

い
る

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

風

ぎ
ゃ
く
ふ
う

2

し
い

ひ

さ

し

い

3

新 し
ん
き
ゅ
う

4

う

す

く

う

5

間

い

ま

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

逆
転

2

永
久

3

旧
式

4

救
急
車

5

住
居

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「許・境・均・禁・句」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-08

逆・久・旧・救・居
やさしい ★☆☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

11
画

音

キ
ョ

訓

ゆ
る
す

14
画

音

キ
ョ
ウ

訓

さ
か
い

7
画

音

キ
ン

13
画

音

キ
ン

5
画

音

ク

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

す

ゆ

る

す

2

目

さ

か

い
め

3

一

き

ん

い
つ

4

物

き

ん
も
つ

5

語 ご

く

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

許
可

2

国
境

3

平
均

4

禁
止

5

文
句

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「型・経・潔・件・険」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-09

許・境・均・禁・句
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

9
画

音

ケ
イ

訓

か
た

11
画

音

ケ
イ

15
画

音

ケ
ツ

6
画

音

ケ
ン

11
画

音

ケ
ン

訓

け
わ
し
い

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

新 し
ん
が
た

2

由

け

い

ゆ

3

白

け
っ

ぱ

く

4

用 よ
う

け

ん

5

保 ほ

け

ん

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

大
型

2

経
験

3

清
潔

4

事
件

5

険
し
い

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「検・限・現・減・故」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-10

型・経・潔・件・険
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

12
画

音

ケ
ン

9
画

音

ゲ
ン

訓

か
ぎ
る

11
画

音

ゲ
ン

訓

あ
ら
わ
れ
る
・
あ
ら
わ
す

12
画

音

ゲ
ン

訓

へ
る
・
へ
ら
す

9
画

音

コ

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

点 て

ん
け

ん

2

る

か

ぎ

る

3

れ
る

あ

ら

わ

れ

る

4

る

へ

る

5

人

こ

じ

ん

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

検
査

2

制
限

3

表
現

4

減
少

5

事
故

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「個・護・効・厚・耕」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-11

検・限・現・減・故
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

10
画
音

コ

20
画
音

ゴ

8
画
音

コ
ウ
訓

き
く

9
画
訓

あ
つ
い

10
画
音

コ
ウ
訓

た
が
や
す

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

性

こ

せ

い

2

救 き

ゅ
う

ご

3

有 ゆ

う

こ
う

4

い

あ

つ

い

5

す

た

が

や
す

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

個
人

2

保
護

3

効
果

4

厚
紙

5

耕
作

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「航・鉱・構・興・講」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-12

個・護・効・厚・耕
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

10
画

音

コ
ウ

13
画

音

コ
ウ

14
画

音

コ
ウ

16
画

音

コ
ウ
・
キ
ョ
ウ

17
画

音

コ
ウ

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

空

こ
う

く

う

2

山

こ
う
ざ

ん

3

造

こ
う

ぞ
う

4

復 ふ
っ

こ
う

5

演

こ
う

え

ん

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

航
海

2

鉱
石

3

構
成

4

興
味

5

講
師

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「告・混・査・再・災」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-13

航・鉱・構・興・講
むずかしい ★★★ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

7
画

音

コ
ク

訓

つ
げ
る

11
画

音

コ
ン

訓

ま
じ
る
・
ま
ぜ
る

9
画

音

サ

6
画

音

サ
イ

訓

ふ
た
た
び

7
画

音

サ
イ

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

げ
る

つ

げ

る

2

ぜ
る

ま

ぜ

る

3

検 け

ん

さ

4

生

さ

い
せ

い

5

害

さ

い
が

い

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

報
告

2

混
雑

3

調
査

4

再
開

5

火
災

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「妻・採・際・在・財」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-14

告・混・査・再・災
やさしい ★☆☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

8
画

音

サ
イ

訓

つ
ま

11
画

音

サ
イ

14
画

音

サ
イ

6
画

音

ザ
イ

10
画

音

ザ
イ

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

つ

ま

2

用

さ

い
よ
う

3

実 じ
っ

さ

い

4

校
生

ざ
い
こ
う
せ
い

5

文
化

ぶ

ん

か

ざ

い

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

夫
妻

2

採
集

3

国
際

4

現
在

5

財
産

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「罪・殺・雑・酸・賛」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-15

妻・採・際・在・財
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

13
画

音

ザ
イ

訓

つ
み

10
画

音

サ
ツ

訓

こ
ろ
す

14
画

音

ザ
ツ
・
ゾ
ウ

14
画

音

サ
ン

15
画

音

サ
ン

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

つ

み

2

風
景

さ
っ
ぷ
う
け
い

3

草

ざ

っ

そ
う

4

性

さ

ん
せ

い

5

同

さ

ん

ど
う

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

犯
罪

2

殺
気

3

雑
木
林

4

酸
素

5

賛
成

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「士・支・史・志・枝」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-16

罪・殺・雑・酸・賛
むずかしい ★★★ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

3
画

音

シ

4
画

音

シ

訓

さ
さ
え
る

5
画

音

シ

7
画

音

シ

訓

こ
こ
ろ
ざ
す

8
画

訓

え
だ

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

消
防

し
ょ
う
ぼ
う
し

2

え
る

さ

さ

え

る

3

上

し

じ
ょ
う

4
こ
こ
ろ
ざ
し

5

小 こ

え

だ

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

兵
士

2

支
店

3

歴
史

4

意
志

5

枝
豆

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「師・資・飼・示・似」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-17

士・支・史・志・枝
やさしい ★☆☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

10
画

音

シ

13
画

音

シ

13
画

音

シ

訓

か
う

5
画

音

ジ

訓

し
め
す

7
画

訓

に
る

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

医 い

し

2

源

し

げ

ん

3

う

か

う

4

す

し

め

す

5

る

に

る

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

教
師

2

資
料

3

飼
育

4

指
示

5

似
顔
絵

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「識・質・舎・謝・授」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-18

師・資・飼・示・似
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

19
画

音

シ
キ

15
画

音

シ
ツ

8
画

音

シ
ャ

17
画

音

シ
ャ

11
画

音

ジ
ュ

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

意 い

し

き

2

品 ひ

ん

し
つ

3

駅 え
き

し

ゃ

4

礼

し

ゃ
れ

い

5

教 き
ょ
う
じ
ゅ

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

知
識

2

質
問

3

校
舎

4

感
謝

5

授
業

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「修・述・術・準・序」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-19

識・質・舎・謝・授
むずかしい ★★★ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

10
画

音

シ
ュ
ウ

8
画

音

ジ
ュ
ツ

訓

の
べ
る

11
画

音

ジ
ュ
ツ

13
画

音

ジ
ュ
ン

7
画

音

ジ
ョ

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

正

し
ゅ
う
せ
い

2

べ
る

の

べ

る

3

美 び

じ
ゅ
つ

4

水 す
い
じ
ゅ
ん

5

文

じ
ょ

ぶ
ん

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

修
理

2

記
述

3

手
術

4

準
備

5

順
序

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「招・証・象・賞・条」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-20

修・述・術・準・序
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

8
画

音

シ
ョ
ウ

訓

ま
ね
く

12
画

音

シ
ョ
ウ

12
画

音

シ
ョ
ウ
・
ゾ
ウ

15
画

音

シ
ョ
ウ

7
画

音

ジ
ョ
ウ

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

く

ま

ね

く

2

保 ほ

し
ょ
う

3

ぞ

う

4

入 に
ゅ
う
し
ょ
う

5

件

じ
ょ
う
け
ん

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

招
待

2

証
明

3

気
象

4

賞
品

5

条
約

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「状・常・情・織・職」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-21

招・証・象・賞・条
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

7
画

音

ジ
ョ
ウ

11
画

音

ジ
ョ
ウ

11
画

音

ジ
ョ
ウ

18
画

音

シ
キ

訓

お
る

18
画

音

シ
ョ
ク

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

態

じ
ょ
う
た
い

2

非

口

ひ
じ
ょ
う
ぐ
ち

3

友 ゆ
う
じ
ょ
う

4

物

お

り
も

の

5

員
室

し
ょ
く
い
ん
し
つ

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

年
賀
状

2

日
常

3

感
情

4

組
織

5

職
業

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「制・性・政・勢・精」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-22

状・常・情・織・職
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

8
画

音

セ
イ

8
画

音

セ
イ

9
画

音

セ
イ

13
画

音

セ
イ

訓

い
き
お
い

14
画

音

セ
イ

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

度

せ

い

ど

2

女 じ
ょ

せ

い

3

府

せ

い

ふ

4

い

い
き

お

い

5

米

せ

い
ま

い

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

制
服

2

性
質

3

政
治

4

大
勢

5

精
神

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「製・税・責・績・接」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-23

制・性・政・勢・精
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

14
画

音

セ
イ

12
画

音

ゼ
イ

11
画

音

セ
キ

訓

せ
め
る

17
画

音

セ
キ

11
画

音

セ
ツ

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

作

せ

い
さ

く

2

消
費

し
ょ
う
ひ
ぜ
い

3

め
る

せ

め

る

4

実 じ
っ

せ
き

5

直 ち
ょ
く
せ
つ

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

製
品

2

税
金

3

責
任

4

成
績

5

面
接

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「設・絶・祖・素・総」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-24

製・税・責・績・接
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

11
画

音

セ
ツ

訓

も
う
け
る

12
画

音

ゼ
ツ

訓

た
え
る
・
た
や
す
・
た
つ

9
画

音

ソ

10
画

音

ソ

14
画

音

ソ
ウ

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

け
る

も

う

け

る

2

え
る

た

え

る

3

父

そ

ふ

4

材

そ

ざ

い

5

合

そ
う

ご
う

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

設
計

2

絶
対

3

祖
先

4

要
素

5

総
理

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「造・像・増・則・測」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-25

設・絶・祖・素・総
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

10
画

音

ゾ
ウ

訓

つ
く
る

14
画

音

ゾ
ウ

14
画

音

ゾ
ウ

訓

ま
す
・
ふ
え
る
・
ふ
や
す

9
画

音

ソ
ク

12
画

音

ソ
ク

訓

は
か
る

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

る

つ

く

る

2

銅 ど
う

ぞ
う

3

え
る

ふ

え

る

4

反 は

ん

そ
く

5

る

は

か

る

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

製
造

2

想
像

3

増
加

4

規
則

5

観
測

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「属・率・損・貸・態」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-26

造・像・増・則・測
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

12
画

音

ゾ
ク

11
画

音

リ
ツ

13
画

音

ソ
ン

12
画

訓

か
す

14
画

音

タ
イ

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

所 し
ょ

ぞ
く

2

比 ひ

り

つ

3

得

そ

ん

と
く

4

す

か

す

5

状 じ
ょ
う
た
い

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

金
属

2

確
率

3

損
害

4

貸
家

5

態
度

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「団・断・築・貯・張」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-27

属・率・損・貸・態
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

6
画

音

ダ
ン

11
画

音

ダ
ン

訓

こ
と
わ
る

16
画

音

チ
ク

訓

き
ず
く

12
画

音

チ
ョ

11
画

音

チ
ョ
ウ

訓

は
る

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

集 し
ゅ
う
だ
ん

2

る

こ

と
わ

る

3

く

き

ず

く

4

水
池

ち

ょ

す

い

ち

5

る

は

る

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

団
体

2

判
断

3

建
築

4

貯
金

5

主
張

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「停・提・程・適・統」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-28

団・断・築・貯・張
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

11
画

音

テ
イ

12
画

音

テ
イ

12
画

音

テ
イ

14
画

音

テ
キ

12
画

音

ト
ウ

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

電

て

い
で

ん

2

前 ぜ

ん
て

い

3

日 に
っ

て

い

4

快 か

い
て

き

5

伝 で

ん

と
う

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

停
止

2

提
出

3

程
度

4

適
切

5

統
一

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「堂・銅・導・得・毒」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-29

停・提・程・適・統
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

11
画

音

ド
ウ

14
画

音

ド
ウ

15
画

音

ド
ウ

訓

み
ち
び
く

11
画

音

ト
ク

訓

え
る

8
画

音

ド
ク

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

講 こ
う

ど
う

2

メ
ダ
ル

ど

う

メ

ダ

ル

3

く

み
ち

び
く

4

点

と
く
て

ん

5

消 し
ょ
う
ど
く

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

食
堂

2

青
銅

3

指
導

4

得
意

5

中
毒

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「独・任・燃・能・破」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-30

堂・銅・導・得・毒
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

9
画

音

ド
ク

6
画

音

ニ
ン

訓

ま
か
せ
る
・
ま
か
す

16
画

音

ネ
ン

訓

も
え
る
・
も
や
す
・
も
す

10
画

音

ノ
ウ

10
画

音

ハ

訓

や
ぶ
る
・
や
ぶ
れ
る

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

単 た

ん

ど
く

2

せ
る

ま

か

せ

る

3

え
る

も

え

る

4

才 さ

い
の

う

5

る

や

ぶ

る

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

独
立

2

責
任

3

燃
料

4

能
力

5

読
破

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「犯・判・版・比・肥」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-31

独・任・燃・能・破
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

5
画

音

ハ
ン

7
画

音

ハ
ン
・
バ
ン

8
画

音

ハ
ン

4
画

音

ヒ

訓

く
ら
べ
る

8
画

音

ヒ

訓

こ
え
る
・
こ
え
・
こ
や
す

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

防 ぼ

う

は

ん

2

評 ひ
ょ
う
ば
ん

3

画

は

ん

が

4

べ
る

く

ら

べ

る

5

え
る

こ

え

る

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

犯
人

2

判
断

3

出
版

4

比
例

5

肥
料

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「非・費・備・評・貧」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-32

犯・判・版・比・肥
やさしい ★☆☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

8
画

音

ヒ

12
画

音

ヒ

12
画

音

ビ

訓

そ
な
え
る
・
そ
な
わ
る

12
画

音

ヒ
ョ
ウ

11
画

訓

ま
ず
し
い

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

行

ひ

こ

う

2

消 し
ょ
う
ひ

3

え
る

そ

な

え

る

4

判

ひ
ょ
う
ば
ん

5

し
い

ま

ず

し

い

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

非
常

2

費
用

3

準
備

4

評
価

5

貧
し
さ

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「布・婦・武・復」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-33

非・費・備・評・貧
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

5
画

音

フ

訓

ぬ
の

11
画

音

フ

8
画

音

ブ

12
画

音

フ
ク

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

ぬ

の

2

人

ふ

じ

ん

3

器

ぶ

き

4

回 か

い

ふ
く

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

毛
布

2

夫
婦

3

武
士

4

往
復

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「複・仏・粉・編」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-34

布・婦・武・復
やさしい ★☆☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

14
画

音

フ
ク

4
画

音

ブ
ツ

訓

ほ
と
け

10
画

音

フ
ン

訓

こ
・
こ
な

15
画

音

ヘ
ン

訓

あ
む

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

数

ふ
く
す

う

2

大 だ

い

ぶ
つ

3

小
麦

こ

む

ぎ

こ

4

む

あ

む

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

複
雑

2

仏
像

3

花
粉

4

編
集

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「弁・保・墓・報」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-35

複・仏・粉・編
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

5
画

音

ベ
ン

9
画

音

ホ

訓

た
も
つ

13
画

音

ボ

訓

は
か

12
画

音

ホ
ウ

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

花 か

べ

ん

2

つ

た

も

つ

3

は

か

4

道

ほ

う

ど
う

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

弁
当

2

保
健
室

3

墓
地

4

予
報

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「豊・防・貿・暴」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-36

弁・保・墓・報
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

13
画

音

ホ
ウ

訓

ゆ
た
か

7
画

音

ボ
ウ

訓

ふ
せ
ぐ

12
画

音

ボ
ウ

15
画

音

ボ
ウ

訓

あ
ば
れ
る

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

か

ゆ

た

か

2

ぐ

ふ

せ

ぐ

3

易
港

ぼ
う
え
き
こ
う

4

れ
る

あ

ば

れ

る

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

豊
作

2

予
防

3

貿
易

4

暴
風

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「脈・務・夢・迷」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/ で提供。書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-37

豊・防・貿・暴
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

10
画

音

ミ
ャ
ク

11
画

音

ム

訓

つ
と
め
る

13
画

音

ム

訓

ゆ
め

9
画

訓

ま
よ
う

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

動 ど
う
み
ゃ
く

2

任 に

ん

む

3

ゆ

め

4

う

ま

よ

う

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

山
脈

2

事
務

3

夢
中

4

迷
い

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「綿・輸・余・容」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-38

脈・務・夢・迷
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

14
画

音

メ
ン

訓

わ
た

16
画

音

ユ

7
画

音

ヨ

訓

あ
ま
る
・
あ
ま
す

10
画

音

ヨ
ウ

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

わ

た

2

入

ゆ
に

ゅ
う

3

る

あ

ま

る

4

器

よ

う

き

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

綿
花

2

輸
出

3

余
分

4

内
容

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは 「略・留・領・歴」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-39

綿・輸・余・容
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

な
ぞ
っ
て
、
下
は 

自
分
で 

書
こ
う
。

11
画

音

リ
ャ
ク

10
画

音

リ
ュ
ウ
・
ル

訓

と
め
る
・
と
ま
る

14
画

音

リ
ョ
ウ

14
画

音

レ
キ

3

練
習
し
た 

字
を 

書
こ
う
。

1

図

り

ゃ
く
ず

2

守

る

す

3

大
統

だ
い
と
う
り
ょ
う

4

学 が

く

れ

き

2

読
み
が
な
を 

書
こ
う
。

1

省
略

2

留
学

3

領
土

4

歴
史

できたら
はなまる 漢字 ・ つぎは この たんげんは おしまい

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書き順の図・なぞる字: KanjiVG（© 2009-2026 Ulrich Apel, https://kanjivg.tagaini.net/ ）を元に作成・改変あり。この部分は CC BY-SA 3.0
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しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-40

略・留・領・歴
ふつう ★★☆ ・ 書き順と 読み

漢
漢字

赤い 画が
つぎに 書く 画



なまえ ひづけ がつ にち

1

二
つ
の 

言
葉
を 

組
み
合
わ
せ
て
、
一
つ
の 

言
葉
（
複
合
語
）

に 

し
よ
う
。

1

飛
ぶ 

＋ 

上
が
る →

 

2

本 

＋ 

箱 →
 

3

走
る 

＋ 

回
る →

 
4

書
く 
＋ 

始
め
る →

 

5

消
す 
＋ 
ゴ
ム →

 

6

細
い 

＋ 

長
い →
 

7

見
る 

＋ 

直
す →

 

8

雨 

＋ 

雲 →
 

ヒント

「持つ」＋「上げる」→「持ち上げる」のように、前の 言

葉の 終わりの 形が 変わる ことが あるよ。

できたら
はなまる 文法 ・ つぎは 「複合語の 読み方」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-41

複合語を 作ろう
やさしい ★☆☆ ・ 二つの 言葉を 組み合わせる

文
文法

前の 言葉の
形に 注意



なまえ ひづけ がつ にち

1

正
し
い 

読
み
方
を 

選
ん
で
、
記
号
に 

○
を 

つ
け
よ

う
。

1

手
紙

㋐
て
か
み

㋑
て
が
み

2

花
火

㋐
は
な
ひ

㋑
は
な
び

3

山
寺

㋐
や
ま
で
ら

㋑
や
ま
て
ら

4

雨
雲

㋐
あ
ま
く
も

㋑
あ
ま
ぐ
も

㋒
あ
め
く
も

5

船
旅

㋐
ふ
な
た
び

㋑
ふ
な
だ
び

㋒
ふ
ね
た
び

6

酒
屋

㋐
さ
け
や

㋑
さ
か
い
や

㋒
さ
か
や

7

木
か
げ

㋐
こ
か
げ

㋑
き
か
げ

㋒
こ
が
け

8

金
物

㋐
き
ん
も
の

㋑
か
な
も
の

㋒
か
ね
も
の

ヒント

「白」＋「雪」は「しろゆき」ではなく「しらゆき」。組み

合わさると、前の 言葉の 音や 後ろの 言葉の 始めの 音が

変わる ことが あるよ。

できたら
はなまる 文法 ・ つぎは 「和語・漢語・外来語を 見分けよう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-42

複合語の 読み方
ふつう ★★☆ ・ 組み合わさると 変わる 読み方

文
文法

声に 出して
読んでみよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

次
の 

言
葉
は 

ど
れ
に 

あ
た
る
か
な
。
記
号
を 

書

こ
う
。

㋐
和
語
（
も
と
か
ら 

日
本
に 

あ
る 

言
葉
。
訓
読
み
）

㋑
漢
語
（
中
国
か
ら 

入
っ
た 

言
葉
な
ど
。
音
読
み
）

㋒
外
来
語
（
ほ
か
の 

国
か
ら 

入
っ
た 

言
葉
。
か
た
か
な
）

1

山や
ま

2

ノ
ー
ト

3

学
校

が
っ
こ
う

4

始
ま
り

は
じ

5

電
車

で
ん
し
ゃ

6

テ
ー
ブ
ル

7

花
火

は
な
び

8

読
書

ど
く
し
ょ

ヒント

和語は もともと 日本に あった 言葉（訓読みの 言葉が 多

い）、漢語は 中国から 入った 言葉や、漢字の 音を 組み合

わせて 日本で 作られた 言葉（音読みの 言葉）、外来語は

ほかの 国から 入った 言葉（ふつうは かたかなで 書く）

だよ。

できたら
はなまる 文法 ・ つぎは 「同じ意味の 和語・漢語・外来語」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-43

和語・漢語・外来語を 見分けよう
やさしい ★☆☆ ・ 言葉の 由来で 分ける文

文法

読み方が
ヒントだよ



なまえ ひづけ がつ にち

1

（
和
語
・
漢
語
・
外
来
語
）
の 

組
の 

□
に 

入
る 

言
葉

を 

選
ぼ
う
。

1

（
は
や
さ
・
□
・
ス
ピ
ー
ド
）

㋐
高
速

㋑
速
度

㋒
速
達

2

（
き
ま
り
・
□
・
ル
ー
ル
）

㋐
規
則

㋑
期
間

㋒
記
録

3

（
わ
ざ
・
□
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
）

㋐
手
術

㋑
美
術

㋒
技
術

4

（
ひ
る
め
し
・
昼
食
・
□
）

㋐
ラ
ン
チ

㋑
モ
ー
ニ
ン
グ

㋒
デ
ィ
ナ
ー

5

（
ま
な
び
や
・
学
校
・
□
）

㋐
ク
ラ
ス

㋑
チ
ャ
イ
ム

㋒
ス
ク
ー
ル

6

（
は
な
し
合
い
・
会
議
・
□
）

㋐
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

㋑
イ
ベ
ン
ト

㋒
パ
ー
テ
ィ
ー

7

（
ゆ
う
め
し
・
夕
食
・
□
）

㋐
デ
ザ
ー
ト

㋑
ブ
ラ
ン
チ

㋒
デ
ィ
ナ
ー

8

（
や
ど
や
・
旅
館
・
□
）

㋐
ロ
ビ
ー

㋑
ホ
テ
ル

㋒
レ
ス
ト
ラ
ン

ヒント

（和語・漢語・外来語）の 順に 並んで いるよ。たとえば
なら

「はじめ・開始・スタート」は、どれも 始まりを 表す 言

葉だね。

できたら
はなまる 文法 ・ つぎは 「読み方で 意味が 変わる 言葉」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-44

同じ意味の 和語・漢語・外来語
ふつう ★★☆ ・ 同じ ものを 表す 三つの 言葉文

文法

三つの 言葉を
くらべよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

線
の 

言
葉
の 

正
し
い 

読
み
方
を 

選
ぼ
う
。

1

折
り
紙
に 

使
う 

色
紙
を 

買
っ
た
。

㋐
し
き
し

㋑
い
ろ
が
み

2

有
名
な 

人
に 

色
紙
に 

サ
イ
ン
を 

し
て
も
ら
っ
た
。

㋐
い
ろ
が
み

㋑
し
き
し

3

理
科
の 

時
間
に 

生
物
の 

体
の 

つ
く
り
を 

調
べ
た
。

㋐
な
ま
も
の

㋑
せ
い
ぶ
つ

4

生
物
な
の
で
、
早
め
に 

食
べ
て 

く
だ
さ
い
。

㋐
な
ま
も
の

㋑
せ
い
ぶ
つ

5

紙
で 

作
っ
た 
風
車
を 

持
っ
て 

走
っ
た
。

㋐
ふ
う
し
ゃ

㋑
か
ざ
ぐ
る
ま

6

オ
ラ
ン
ダ
に
は 

大
き
な 
風
車
が 

多
い
。

㋐
か
ざ
ぐ
る
ま

㋑
ふ
う
し
ゃ

7

人
気
の 

な
い 

夜
の 

道
は 

少
し 
こ
わ
い
。

㋐
ひ
と
け

㋑
に
ん
き

8

あ
の 

歌
手
は 

子
ど
も
た
ち
に 

人
気
が 
あ
る
。

㋐
に
ん
き

㋑
ひ
と
け

ヒント

同じ 漢字でも、和語（訓読み）と 漢語（音読み）で 意味

が ちがう ことが あるよ。文の 前後を 読んで 考えよう。

できたら
はなまる 文法 ・ つぎは 「主語と 述語」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-45

読み方で 意味が 変わる 言葉
むずかしい ★★★ ・ 和語と 漢語の 読み分け文

文法

文の 意味から
考えよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

文
の 

主
語
と 

述
語
を 

書
き
ぬ
こ
う
。

1

庭
の 

赤
い 

花
が 

き
れ
い
に

さ
い
た
。
主
語

　
述
語

2

ぼ
く
の 

兄
は 

毎
朝 

公
園
を 

走
る
。
主
語

述
語

3

昨
日 
弟
が 

図
書
館
で 

本
を

借
り
た
。
主
語

　
述
語

4

遠
く
に 
見
え
る 

山
は 

と
て
も

高
い
。
主
語

　
述
語

5

雨
の 

日
で
も
、
父
は 
歩
い
て 

会
社
へ

行
く
。
主
語

　
述
語

6

わ
た
し
こ
そ 

こ
の 

本
の 

作
者
で
す
。
主
語

述
語

ヒント

先に 文の 終わりの「どうする・どんなだ・なんだ」（述

語）を 見つけてから、「だれが・何が」（主語）を さがそ

う。

できたら
はなまる 文法 ・ つぎは 「修しょく語の かかり方」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-46

主語と 述語
やさしい ★☆☆ ・ 長い 文の 主語と 述語

文
文法

まず 述語を
見つけよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

線
の 

言
葉
は 

ど
の 

言
葉
に 

か
か
る
か
な
。
記
号
に 

○
を 

つ

け
よ
う
。

1

大
き
な 

犬
が 

公
園
で 

ほ
え
た
。

㋐
犬
が

㋑
ほ
え
た

㋒
公
園
で

2

姉
は 

ゆ
っ
く
り 

坂
道
を 

歩
い
た
。

㋐
坂
道
を

㋑
姉
は

㋒
歩
い
た

3

白
い 
雲
が 

青
い 

空
に 

う
か
ぶ
。

㋐
空
に

㋑
う
か
ぶ

㋒
雲
が

4

と
な
り
の 
家
の 

犬
は 

茶
色
だ
。

㋐
茶
色
だ

㋑
家
の

㋒
犬
は

5

鳥
が 

空
高
く 

ま
い
上
が
っ
た
。

㋐
鳥
が

㋑
ま
い
上
が
っ
た

6

わ
た
し
は 

友
達
と 

楽
し
く 
話
し
た
。

㋐
楽
し
く

㋑
わ
た
し
は

㋒
話
し
た

7

先
生
が 

黒
板
に 

大
き
く 

字
を 

書
い
た
。

㋐
先
生
が

㋑
大
き
く

㋒
字
を

㋓
書
い
た

8

弟
は 

毎
日 

朝
早
く 

起
き
る
。

㋐
朝
早
く

㋑
起
き
る

㋒
弟
は

ヒント

線の 言葉の 後に、選んだ 言葉を つなげて 読んでみよう。

意味が 通じれば、それが かかる 言葉だよ。

できたら
はなまる 文法 ・ つぎは 「単文・重文・複文」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-47

修しょく語の かかり方
ふつう ★★☆ ・ どの 言葉を くわしく するか

文
文法

つなげて
読んでみよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

次
の 

文
は 

ど
れ
に 

あ
た
る
か
な
。
記
号
を 

書
こ
う
。

㋐
単
文
（
主
語
と 

述
語
の 

組
が 

一
つ
）

㋑
重
文
（
組
が 

二
つ 

以
上
で 

対
等
に 

並
ぶ
）

な
ら

㋒
複
文
（
一
つ
の 

組
が 

も
う 

一
つ
の 

組
の 

一
部
に 

な
る
）

1

鳥
が 

鳴
く
。

2

兄
は 
野
球
を 

し
、
弟
は 

サ
ッ
カ
ー
を 

す
る
。

3

母
が 
作
っ
た 

ケ
ー
キ
は 

お
い
し
い
。

4

白
い 

犬
が 
庭
を 

元
気
に 

走
り
回
る
。

5

風
が 

ふ
き
、
雨
が 
ふ
っ
た
。

6

弟
が 

育
て
た 

花
が 

さ
い
た
。

7

わ
た
し
は 

姉
が 

書
い
た 

手
紙
を 

読
ん
だ
。

8

空
は 

青
く
、
海
は 

広
い
。

ヒント

単文は 主語と 述語の 組が 一つ。重文は 組が 二つ 以上

あって 対等に 並ぶ 文。複文は 組が 二つ 以上 あって、一
なら

つの 組が もう一つの 組の 一部（くわしく する 言葉など）

に なって いる 文だよ。

できたら
はなまる 文法 ・ つぎは 「ていねい語」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-48

単文・重文・複文
むずかしい ★★★ ・ 主語と 述語の 組み立て

文
文法

主語と 述語の
組を 数えよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

て
い
ね
い
な 

言
い
方
に 

な
る
よ
う
に
、
□
に 

言
葉
を 

書
こ

う
。

1

こ
れ
は 

わ
た
し
の 

本
だ
。 →

 

こ
れ
は 

わ
た
し
の 

本

。

2

毎
朝 

六
時
に 

起
き
る
。 →

 

毎
朝 

六
時
に 

起
き

。

3

公
園
は 
あ
そ
こ
だ
。 →

 

公
園
は 

あ
そ
こ

。

4

昨
日 

図
書
館
へ 

行
っ
た
。 →

 

昨
日 

図
書
館
へ 

行
き

。

5

雨
は 

ふ
ら
な
か
っ
た
。 →

 

雨
は 

ふ
り

。

6

宿
題
は 

ま
だ 

終
わ
ら
な
い
。 →

 

宿
題
は 

ま
だ 

終
わ
り

。

7

（「
ご
ざ
い
ま
す
」
を 

使
っ
て
）
お
茶
が 

あ
る
。 →

 

お
茶
が

。

8

（「
ご
ざ
い
ま
す
」
を 

使
っ
て
）
こ
ち
ら
が 
受
付
だ
。 →

 

こ
ち

ら
が 

受
付

。

ヒント

「だ」は「です」、「する」は「します」のように、文の 終

わりを 変えると ていねいな 言い方に なるよ。

できたら
はなまる 文法 ・ つぎは 「そんけい語」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-49

ていねい語
やさしい ★☆☆ ・ です・ます・ございます

文
文法

終わりの 形を
変えよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

（
　
）
の 

言
葉
を 

そ
ん
け
い
語
に 

し
た 

も
の
を 

選
ぼ
う
。

1

先
生
が 

本
を
（
読
む
）。

㋐
お
読
み
に
な
る

㋑
お
読
み
す
る

㋒
読
み
ま
す

2

校
長
先
生
が 

教
室
に
（
来
る
）。

㋐
ま
い
る

㋑
来
ま
す

㋒
い
ら
っ
し
ゃ
る

3

お
客
様
が 

料
理
を
（
食
べ
る
）。

㋐
い
た
だ
く

㋑
食
べ
ま
す

㋒
め
し
上
が
る

4

先
生
が
「
明
日
は 

遠
足
で
す
」
と
（
言
う
）。

㋐
お
っ
し
ゃ
る

㋑
申
す

㋒
言
い
ま
す

5

社
長
が 

写
真
を
（
見
る
）。

㋐
ご
覧
に
な
る

ら
ん

㋑
見
ま
す

㋒
は
い
け
ん
す
る

6

お
客
様
が 

い
す
に
（
す
わ
る
）。

㋐
お
す
わ
り
に
な
る

㋑
す
わ
り
ま
す

㋒
お
す
わ
り
す
る

7

先
生
は 

今 

職
員
室
に
（
い
る
）。

㋐
い
ま
す

㋑
い
ら
っ
し
ゃ
る

㋒
お
る

8

先
生
が 

町
の 

様
子
を
（
説
明
す
る
）。

㋐
説
明
な
さ
る

㋑
説
明
し
ま
す

㋒
説
明
い
た
す

ヒント

目上の 人の 動作に 使うよ。「お〜になる」の 形や 特別な

言葉が あるよ。

できたら
はなまる 文法 ・ つぎは 「けんじょう語」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-50

そんけい語
ふつう ★★☆ ・ 相手の 動作を 高める

文
文法

だれの 動作か
考えよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

（
　
）
の 

言
葉
を 

け
ん
じ
ょ
う
語
に 

し
た 

も
の
を 

選
ぼ

う
。

1

わ
た
し
が 

先
生
の 

荷
物
を
（
持
つ
）。

㋐
お
持
ち
に
な
る

㋑
持
た
れ
る

㋒
お
持
ち
す
る

2

ぼ
く
が 

校
長
先
生
に
（
会
う
）。

㋐
会
わ
れ
る

㋑
お
会
い
す
る

㋒
お
会
い
に
な
る

3

わ
た
し
が 

先
生
の 

家
に
（
行
く
）。

㋐
い
ら
っ
し
ゃ
る

㋑
行
か
れ
る

㋒
う
か
が
う

4

父
が 

先
生
に
「
よ
ろ
し
く
」
と
（
言
う
）。

㋐
言
わ
れ
る

㋑
お
っ
し
ゃ
る

㋒
申
す

5

わ
た
し
が 

お
客
様
の 
話
を
（
聞
く
）。

㋐
お
聞
き
に
な
る

㋑
う
か
が
う

㋒
聞
か
れ
る

6

ぼ
く
が 

先
生
の 

絵
を
（
見
る
）。

㋐
ご
覧
に
な
る

ら
ん

㋑
は
い
け
ん
す
る

㋒
見
ら
れ
る

7

わ
た
し
が 

お
茶
を
（
も
ら
う
）。

㋐
も
ら
わ
れ
る

㋑
め
し
上
が
る

㋒
い
た
だ
く

8

わ
た
し
が 

先
生
に 

花
を
（
あ
げ
る
）。

㋐
さ
し
上
げ
る

㋑
く
だ
さ
る

㋒
あ
げ
ら
れ
る

ヒント

自分の 動作を へりくだるよ。「お〜する」の 形や 特別な

言葉が あるよ。

できたら
はなまる 文法 ・ つぎは 「けい語の 使い分け」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-51

けんじょう語
ふつう ★★☆ ・ 自分の 動作を へりくだる

文
文法

自分が する
ことだよ



なまえ ひづけ がつ にち

1

線
の 

言
葉
は 

ど
の 

け
い
語
か
な
。
記
号
を 

書
こ
う
。

㋐
て
い
ね
い
語
（
で
す
・
ま
す
）

㋑
そ
ん
け
い
語
（
目
上
の 

人
の 

動
作
を 

高
め
る
）

㋒
け
ん
じ
ょ
う
語
（
自
分
の 

動
作
を 

へ
り
く
だ
る
）

1

こ
れ
は 

弟
の 

か
ば
ん
で
す
。

2

先
生
が 

教
室
に 

い
ら
っ
し
ゃ
る
。

3

わ
た
し
が 
先
生
に 

お
礼
を 

申
し
上
げ
る
。

4

毎
朝 

七
時
に 
起
き
ま
す
。

5

お
客
様
が 

お
茶
を 
め
し
上
が
る
。

6

明
日
、
わ
た
し
が 

先
生
の 
お
宅
に 

う
か
が
う
。

た
く

7

先
生
が 

新
し
い 

本
を 

お
書
き
に
な
る
。

8

ぼ
く
が 

校
長
先
生
を 

ご
案
内
す
る
。

ヒント

目上の 人の 動作を 高めるのが そんけい語、自分の 動作

を へりくだるのが けんじょう語、「です・ます」で ていね

いに 言うのが ていねい語だよ。

できたら
はなまる 文法 ・ つぎは この たんげんは おしまい

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-52

けい語の 使い分け
むずかしい ★★★ ・ ていねい語・そんけい語・けんじょう語

文
文法

だれの 動作かが
かぎだよ



なまえ ひづけ がつ にち

1

□
に 

合
う 

動
物
を 

語
群
か
ら 

選
ん
で
、
こ
と
わ
ざ
を 

完
成
さ
せ
よ

う
。

ね
こ

た
か

犬さ
る

馬
1

も 
木
か
ら 

落
ち
る

2

に 
小
判

3

の 

耳
に 
念
仏

ね
ん
ぶ
つ

4

も 

歩
け
ば 

棒
に 
当
た
る

ぼ
う

5

能
あ
る 

は 

つ
め
を 
か
く
す

2

こ
と
わ
ざ
の 

意
味
を 

選
ぼ
う
。

6

さ
る
も 

木
か
ら 

落
ち
る

㋐
高
い 

所
は 

あ
ぶ
な
い

㋑
名
人
で
も 

失
敗
す
る 

こ
と
が 

あ
る

㋒
な
ま
け
る
と 

失
敗
す
る

できたら
はなまる ことわざと慣用句 ・ つぎは 「ことわざの 意味」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-53

動物の 出てくる ことわざ
やさしい ★☆☆ ・ ことわざを 完成させて 意味を 知る ・ 1まいめ

句
ことわざと慣用句

動物の
とくちょうは？



なまえ ひづけ がつ にち

2

こ
と
わ
ざ
の 

意
味
を 

選
ぼ
う
。（
つ
づ
き
）

7

ね
こ
に 

小
判

㋐
ね
う
ち
の 

分
か
ら
な
い 

人
に 

よ
い
物
を 

あ
げ
て
も 

役
に
立

た
な
い

㋑
お
金
は 

大
事
に 

使
う

㋒
小
さ
な 

物
で
も 

大
切
に 

す
る

8

能
あ
る 

た
か
は 

つ
め
を 

か
く
す

㋐
大
切
な 

物
は 

か
く
し
て 

お
く

㋑
力
の 
あ
る 

人
は
、
そ
れ
を 

見
せ
び
ら
か
さ
な
い

㋒
強
い 

者
ほ
ど 

よ
く 

戦
う

ヒント

動物の とくちょうや、よく する ことを 思いうかべよう。

できたら
はなまる ことわざと慣用句 ・ つぎは 「ことわざの 意味」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-53

動物の 出てくる ことわざ
やさしい ★☆☆ ・ ことわざを 完成させて 意味を 知る ・ 2まいめ

句
ことわざと慣用句

動物の
とくちょうは？



なまえ ひづけ がつ にち

1

こ
と
わ
ざ
に 

合
う 

意
味

を 

あ
と
の 

㋐
〜
の 

中
か

ら 

選
ん
で
、
記
号
を 

書

こ
う
。

1

石
の 

上
に
も 

三
年

2

急
が
ば 

回
れ

3

花
よ
り 
だ
ん
ご

4

ち
り
も 
積
も
れ
ば 

山
と 

な

る5

早
起
き
は 

三
文
の 
徳

6

百
聞
は 

一
見
に 

し
か
ず

7

雨
降
っ
て 

地
固
ま
る

ふ

8

善
は 

急
げ

ぜ
ん

㋐
見
た
目
の 

美
し
さ
よ
り
、
実

際
に 

役
立
つ 

も
の
を 

選
ぶ

㋑
も
め
ご
と
の 

後
は
、
か
え
っ

て 

前
よ
り 

よ
い 

状
態
に 

な
る

㋒
小
さ
な 

も
の
も
、
積
み
重
な

る
と 

大
き
な 

も
の
に 

な
る

㋓
よ
い
と 

思
っ
た 

こ
と
は
、
す

ぐ
に 

行
う 

ほ
う
が 

よ
い

㋔
早
起
き
を 

す
る
と
、
何
か 

よ

い 

こ
と
が 

あ
る

㋕
何
度 

聞
く
よ
り
、
一
度 

見
る

ほ
う
が 

よ
く 

分
か
る

㋖
が
ま
ん
強
く 

続
け
れ
ば
、
い

つ
か 

成
功
す
る

㋗
急
ぐ 
と
き
ほ
ど
、
安
全
で 

確

か
な 

方
法
を 

と
る 

ほ
う
が 

よ

い

ヒント

ことわざの 言葉を そのまま 思いうかべてから、たとえて

いる ことを 考えよう。

できたら
はなまる ことわざと慣用句 ・ つぎは 「似た意味の ことわざ」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-54

ことわざの 意味
やさしい ★☆☆ ・ よく 使う ことわざ

句
ことわざと慣用句

場面を
思いうかべてね



なまえ ひづけ がつ にち

1

左
の 

こ
と
わ
ざ
と 

似
た 

意
味
の 

こ
と
わ
ざ
を 

あ
と
の 

㋐
〜

の 

中
か
ら 

選
ん
で
、
記
号
を 

書
こ
う
。

1

さ
る
も 

木
か
ら 

落
ち
る

2

ね
こ
に 

小
判

3

馬
の 

耳
に 

念
仏

ね
ん
ぶ
つ

4

花
よ
り 

だ
ん
ご

5

石
橋
を 
た
た
い
て 

わ
た
る

6

泣
き
面
に 
は
ち

7

急
が
ば 

回
れ

㋐
せ
い
て
は 

事
を 

仕
損
じ
る

㋑
念
に
は 

念
を 

入
れ
よ

㋒
名
を 

捨
て
て 

実
を 

取
る

す

㋓
か
っ
ぱ
の 

川
流
れ

㋔
弱
り
目
に 

た
た
り
目

㋕
ぶ
た
に 

真
珠

し
ん
じ
ゅ

㋖
犬
に 

論
語

ろ
ん

ヒント

まず 左の ことわざの 意味を 思い出そう。同じ 意味に な

る ものを 右から さがしてね。

できたら
はなまる ことわざと慣用句 ・ つぎは 「反対の意味の ことわざ」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-55

似た意味の ことわざ
ふつう ★★☆ ・ 同じ ことを 表す ことわざ

句
ことわざと慣用句

意味を 先に
考えよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

左
の 

こ
と
わ
ざ
と 

反
対
の 

意
味
の 

こ
と
わ
ざ
を 

あ
と

の 

㋐
〜
の 

中
か
ら 

選
ん
で
、
記
号
を 

書
こ
う
。

1

好
き
こ
そ 

も
の
の 

上
手
な
れ

2

善
は 

急
げ

ぜ
ん

3

二
度 

あ
る 

こ
と
は 

三
度 

あ
る

4

先
ん
ず
れ
ば 

人
を 

制
す

5

立
つ 
鳥 
あ
と
を 

に
ご
さ
ず

6

か
え
る
の 
子
は 
か
え
る

7

石
橋
を 

た
た
い
て 
わ
た
る

㋐
残
り
物
に
は 

福
が 

あ
る

㋑
下
手
の 

横
好
き

㋒
三
度
目
の 

正
直

㋓
急
が
ば 

回
れ

㋔
当
た
っ
て 

く
だ
け
ろ

㋕
旅
の 

は
じ
は 

か
き
す
て

㋖
と
び
が 

た
か
を 

生
む

ヒント

ことわざの 中には、反対の ことを 教える 組が あるよ。左

の ことわざの 意味を 考えてから、反対に なる ものを さ

がそう。

できたら
はなまる ことわざと慣用句 ・ つぎは 「体の 言葉の 慣用句（顔・目・耳）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-56

反対の意味の ことわざ
むずかしい ★★★ ・ 反対の ことを 言う ことわざ

句
ことわざと慣用句

教えが 反対の
組を さがそう



なまえ ひづけ がつ にち

1

□
に
「
顔
」「
目
」「
耳
」
の 

ど
れ
か
を 

書
い
て
、
慣
用
句
を

完
成
さ
せ
よ
う
。

1

が 

広
い
（
知
り
合
い
が 

多
い
）

2

が 

な
い
（
と
て
も 

好
き
だ
）

3

が 

い
た
い
（
自
分
の 

弱
い 

所
を 

言
わ
れ
て 

つ
ら
い
）

4

か
ら 

火
が 

出
る
（
と
て
も 

は
ず
か
し
い
）

5

を 
丸
く 

す
る
（
と
て
も 

お
ど
ろ
く
）

6

を 
う
た
が
う
（
聞
い
た 

こ
と
が 

信
じ
ら
れ
な
い
）

7

を 

立
て
る
（
そ
の 

人
の 

名
よ
を 

守
る
）

8

に 

う
か
ぶ
（
様
子
が 

は
っ
き
り
と 

思
い
出
さ
れ
る
）

9

に 

た
こ
が 

で
き
る
（
同
じ 

こ
と
を 

何
度
も 

聞
か
さ
れ

て 

う
ん
ざ
り
す
る
）

ヒント

（　）の 意味を ヒントに、顔・目・耳の どれが 入るか

考えよう。同じ 言葉を 何回 使っても いいよ。

できたら
はなまる ことわざと慣用句 ・ つぎは 「体の 言葉の 慣用句（手・足・口）」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-57

体の 言葉の 慣用句（顔・目・耳）
やさしい ★☆☆ ・ 顔・目・耳の 慣用句句

ことわざと慣用句

体の 動きを
思いうかべよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

□
に
「
手
」「
足
」「
口
」
の 

ど
れ
か
を 

書
い
て
、
慣
用
句
を

完
成
さ
せ
よ
う
。

1

を 

か
す
（
力
を 

貸
し
て 

助
け
る
）

2

が 

出
る
（
お
金
が 

予
定
よ
り 

多
く 

か
か
る
）

3

が 

か
た
い
（
ひ
み
つ
を 

人
に 

話
さ
な
い
）

4

が 

か
か
る
（
世
話
が 

い
っ
て 

大
変
だ
）

5

を 
洗
う
（
よ
く
な
い 

仲
間
や 

仕
事
か
ら 

は
な
れ
る
）

あ
ら

6

を 
そ
ろ
え
る
（
多
く
の 

人
が 

同
じ 

こ
と
を 

言
う
）

7

に 

あ
せ
を 
に
ぎ
る
（
は
ら
は
ら
し
な
が
ら 

見
守
る
）

8

が 

ぼ
う
に 

な
る
（
長
く 

歩
い
た
り 

立
っ
た
り
し
て 

と

て
も 

つ
か
れ
る
）

9

を 

は
さ
む
（
人
の 

話
に 
横
か
ら 

何
か 

言
う
）

ヒント

（　）の 意味を ヒントに、手・足・口の どれが 入るか

考えよう。同じ 言葉を 何回 使っても いいよ。

できたら
はなまる ことわざと慣用句 ・ つぎは 「動物や 植物の 慣用句」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-58

体の 言葉の 慣用句（手・足・口）
ふつう ★★☆ ・ 手・足・口の 慣用句句

ことわざと慣用句

意味を 読んで
考えよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

□
に 

合
う 

言
葉
を 

語
群

か
ら 

選
ん
で
、
慣
用
句
を

完
成
さ
せ
よ
う
。

ね
こ

す
ず
め

は
ち

竹う
り

馬葉
1

の 

手
も 
か
り
た
い

（
と
て
も 

い
そ
が
し
い
）

2

の 

な
み
だ
（
ほ
ん

の 

少
し
）

3

の 

ひ
た
い
（
場
所

が 

と
て
も 

せ
ま
い
）

4

の 

す
を 

つ
つ
い
た

よ
う
（
大
さ
わ
ぎ
に 

な
る 

様

子
）

5

を 

わ
っ
た
よ
う

（
さ
っ
ぱ
り
し
た 

性
格
）

6

二
つ
（
顔
や 

形
が

よ
く 

似
て 

い
る
）

7

が 

合
う
（
気
が 

合

う
）

8

根
も 

も 

な
い
（
も

と
に 

な
る 

事
実
が 

な
い
）

ヒント

（　）の 意味を ヒントにしよう。同じ 言葉を 2回 使う こ

とも あるよ。

できたら
はなまる ことわざと慣用句 ・ つぎは 「慣用句を 文に 使おう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-59

動物や 植物の 慣用句
ふつう ★★☆ ・ 動物・植物の 慣用句

句
ことわざと慣用句

どんな 様子か
想像しよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

（
　
）
に 

合
う 

慣
用
句
を 

選
ぼ
う
。

1

母
に 

毎
日
「
早
く 

ね
な
さ
い
」
と 

言
わ
れ
て
、（
　
）。

㋐
耳
に 

た
こ
が 

で
き
た

㋑
口
が 

か
た
か
っ
た

㋒
目
を 

丸
く 

し
た

2

年
末
の 

店
は 

客
が 

多
く
、
店
員
は
（
　
）
ほ
ど 

い
そ
が
し
い
。

㋐
竹
を 

わ
っ
た

㋑
ね
こ
の 

手
も 

か
り
た
い

㋒
す
ず
め
の 

な
み
だ

3

兄
は
（
　
）
の
で
、
ひ
み
つ
を 

話
し
て
も 

安
心
だ
。

㋐
口
が 
か
た
い

㋑
耳
が 

い
た
い

㋒
口
を 

は
さ
む

4

百
点
を 
取
っ
た 

弟
を 

見
て
、
父
は
（
　
）。

㋐
足
を 

洗
っ
た

あ
ら

㋑
手
を 

か
し
た

㋒
目
を 

丸
く 

し
た

できたら
はなまる ことわざと慣用句 ・ つぎは 「故事成語」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-60

慣用句を 文に 使おう
むずかしい ★★★ ・ 文に 合う 慣用句 ・ 1まいめ

句
ことわざと慣用句

文の 場面を
考えよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

（
　
）
に 

合
う 

慣
用
句
を 

選
ぼ
う
。（
つ
づ
き
）

5

二
人
は 

好
き
な 

も
の
が 

同
じ
で
、
と
て
も
（
　
）。

㋐
根
も 

葉
も 

な
い

㋑
馬
が 

合
う

㋒
顔
が 

広
い

6

旅
行
で 

お
金
を 

使
い
す
ぎ
て
、
予
算
か
ら
（
　
）。

㋐
足
が 

出
た

㋑
手
が 

か
か
っ
た

㋒
口
を 

そ
ろ
え
た

7

サ
ッ
カ
ー
の 

決
勝
戦
を
（
　
）
見
た
。

㋐
手
に 
あ
せ
を 

に
ぎ
っ
て

㋑
足
が 

ぼ
う
に 

な
っ
て

㋒
耳
を 
う
た
が
っ
て

8

大
勢
の 

前
で 
転
ん
で
し
ま
い
、（
　
）
思
い
だ
っ
た
。

㋐
顔
か
ら 

火
が 
出
る

㋑
目
が 

な
い

㋒
ね
こ
の 

ひ
た
い
の

ヒント

それぞれの 慣用句の 意味を 思い出してから、文の 場面に

合う ものを 選ぼう。

できたら
はなまる ことわざと慣用句 ・ つぎは 「故事成語」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-60

慣用句を 文に 使おう
むずかしい ★★★ ・ 文に 合う 慣用句 ・ 2まいめ

句
ことわざと慣用句

文の 場面を
考えよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

故
事
成
語
の 

も
と
に 

な
っ
た 

話
を 

あ
と
の 

㋐
〜
の 

中
か
ら 

選
ん

で
、
記
号
を 

書
こ
う
。

1

矛
盾
（
つ
じ
つ
ま
が 

合
わ
な
い 

こ
と
）

む
じ
ゅ
ん

2

五
十
歩
百
歩
（
少
し
の 

ち
が
い
で
、
あ
ま
り 

変
わ
ら
な
い 

こ
と
）

3

蛇
足
（
よ
け
い
な 

付
け
足
し
）

だ
そ
く

4

漁
夫
の
利
（
二
人
が 

争
う 

す
き
に
、
ほ
か
の 

人
が 

得
を 

す
る 

こ
と
）

5

推
敲
（
文
を 
何
度
も 

練
り
直
す 

こ
と
）

す
い
こ
う

6

背
水
の 

陣
（
も
う 
後
が 

な
い 

気
持
ち
で 

取
り
組
む 

こ
と
）

は
い

じ
ん

7

杞
憂
（
し
な
く
て 

よ
い 
心
配
）

き
ゆ
う

できたら
はなまる ことわざと慣用句 ・ つぎは 「故事成語を 文に 使おう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-61

故事成語
ふつう ★★☆ ・ もとに なった 話を 知る ・ 1まいめ

句
ことわざと慣用句

昔の 中国の
話だよ



なまえ ひづけ がつ にち

1

故
事
成
語
の 

も
と
に 

な
っ
た 

話
を 

あ
と
の 

㋐
〜
の 

中
か

ら 

選
ん
で
、
記
号
を 

書
こ
う
。（
つ
づ
き
）

㋐
詩
の 

一
字
を
「
お
す
」
に 

す
る
か
「
た
た
く
」
に 

す
る
か
、

な
や
み
続
け
た 

人
の 

話

㋑
へ
び
の 

絵
を 

早
く 

か
き
終
え
た 

人
が
、
足
ま
で 

か
き
足
し

て 
負
け
た 

話

㋒
ど
ん
な 
た
て
も 

つ
き
通
す 

ほ
こ
と
、
ど
ん
な 

ほ
こ
も 

防
ぐ

た
て
を 
売
ろ
う
と 

し
た 

人
の 

話

㋓
し
ぎ
と 

は
ま
ぐ
り
が 

争
っ
て 

い
る 

間
に
、
漁
師
が 

両
方
と

も 

と
っ
た 

話

㋔
戦
い
で 

五
十
歩 

に
げ
た 

兵
が
、
百
歩 

に
げ
た 

兵
を 

笑
っ
た

話㋕
川
を 

後
ろ
に 

し
て 

陣
を 

し
き
、
に
げ
道
を 

な
く
し
て 

戦
っ

じ
ん

た 

話
㋖
天
が 

落
ち
て 

こ
な
い
か
と
、
ず
っ
と 
心
配
し
て 

い
た 

人
の

話

ヒント

故事成語は、昔の 中国の 話から 生まれた 言葉だよ。言葉

の 中の 字（五十歩・足・漁夫など）を 話の 中から さが

してみよう。

できたら
はなまる ことわざと慣用句 ・ つぎは 「故事成語を 文に 使おう」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-61

故事成語
ふつう ★★☆ ・ もとに なった 話を 知る ・ 2まいめ

句
ことわざと慣用句

昔の 中国の
話だよ



なまえ ひづけ がつ にち

1

（
　
）
に 

合
う 

故
事
成
語
を 

選
ぼ
う
。

1

言
う 

こ
と
と 

す
る 

こ
と
が 

合
っ
て 

い
な
い
。
そ
れ
は
（
　
）
だ
。

㋐
杞
憂

き
ゆ
う

㋑
矛
盾

む
じ
ゅ
ん

㋒
蛇
足

だ
そ
く

2

二
人
の 

テ
ス
ト
の 

点
は 

ど
ち
ら
も 

低
く
、（
　
）
だ
。

㋐
背
水
の
陣

は
い

じ
ん

㋑
漁
夫
の
利

㋒
五
十
歩
百
歩

3

説
明
の 

最
後
に
、
必
要
の 

な
い 

一
言
を 

付
け
足
し
て 

し
ま
っ
た
。
そ
れ

は
（
　
）
だ
っ
た
。

㋐
蛇
足

だ
そ
く

㋑
矛
盾

む
じ
ゅ
ん

㋒
推
敲

す
い
こ
う

4

二
チ
ー
ム
が 
争
っ
て 

い
る 

間
に
、
三
番
目
の 

チ
ー
ム
が 

一
位
に 

な
っ

た
。
ま
さ
に
（
　
）
だ
。

㋐
杞
憂

き
ゆ
う

㋑
漁
夫
の
利

㋒
四
面
楚
歌

そ

できたら
はなまる ことわざと慣用句 ・ つぎは 「数字の 入った 四字じゅく語」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-62

故事成語を 文に 使おう
むずかしい ★★★ ・ 文に 合う 故事成語 ・ 1まいめ

句
ことわざと慣用句

意味を 思い出して
みよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

（
　
）
に 

合
う 

故
事
成
語
を 

選
ぼ
う
。（
つ
づ
き
）

5

作
文
を 

何
度
も 

読
み
返
し
て
、
言
葉
を
（
　
）
し
た
。

㋐
蛇
足

だ
そ
く

㋑
五
十
歩
百
歩

㋒
推
敲

す
い
こ
う

6

意
見
に 

賛
成
す
る 

人
が 

だ
れ
も 

い
な
く
て
、（
　
）
だ
っ

た
。㋐

四
面
楚
歌

そ

㋑
漁
夫
の
利

㋒
推
敲

す
い
こ
う

7

「
も
う 
後
が 

な
い
」
と
い
う
（
　
）
の 

気
持
ち
で 

試
合
に

の
ぞ
ん
だ
。

㋐
背
水
の
陣

は
い

じ
ん

㋑
蛇
足

だ
そ
く

㋒
矛
盾

む
じ
ゅ
ん

8

雨
を 

心
配
し
て 
い
た
が
、
よ
く 

晴
れ
て
（
　
）
に 

終
わ
っ

た
。㋐

杞
憂

き
ゆ
う

㋑
五
十
歩
百
歩

㋒
矛
盾

む
じ
ゅ
ん

ヒント

それぞれの 故事成語の 意味を 思い出してから、文の 場面

に 合う ものを 選ぼう。

できたら
はなまる ことわざと慣用句 ・ つぎは 「数字の 入った 四字じゅく語」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-62

故事成語を 文に 使おう
むずかしい ★★★ ・ 文に 合う 故事成語 ・ 2まいめ

句
ことわざと慣用句

意味を 思い出して
みよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

□
に 

漢
数
字
を 

書
い
て
、
四
字
じ
ゅ
く
語
を 

完
成
さ
せ
よ

う
。

1

石

鳥
（
一
つ
の 

こ
と
で 

同
時
に 

二
つ
の 

得
を

す
る
）

2

人

色
（
考
え
や 

好
み
は 

人
ご
と
に 

ち
が
う
）

3

苦

苦
（
と
て
も 

苦
し
む 

こ
と
）

4

転

起
（
何
度 

失
敗
し
て
も 

く
じ
け
ず
に 

立
ち
上

が
る
）

5

寒

温
（
寒
い 

日
と 

暖
か
い 

日
が 

く
り
返
さ
れ

あ
た
た

る
）

6

差

別
（
い
ろ
い
ろ
な 

ち
が
い
が 

あ
る
）

7

日

秋
（
待
ち
遠
し
く
て 

一
日
が 

と
て
も 

長
く 

感

じ
る
）

8

発

中
（
う
て
ば 

必
ず 
当
た
る
）

ヒント

（　）の 意味を 読んで、□に 入る 漢数字（一・二・三・

四…・百・千・万）を 考えよう。

できたら
はなまる ことわざと慣用句 ・ つぎは 「四字じゅく語の 意味」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-63

数字の 入った 四字じゅく語
ふつう ★★☆ ・ 数字を 入れて 完成させる

句
ことわざと慣用句

数字を
入れてみよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

四
字
じ
ゅ
く
語
に 

合
う

意
味
を 

あ
と
の 

㋐
〜
の

中
か
ら 

選
ん
で
、
記
号
を

書
こ
う
。

1

自
業
自
得

2

以
心
伝
心

3

有
名
無
実

4

半
信
半
疑ぎ

5

油
断
大
敵て

き

6

大
器
晩
成

ば
ん

7

一
心
同
体

8

単
刀
直
入

㋐
名
前
ば
か
り
で
、
中
身
が 

と

も
な
わ
な
い

㋑
自
分
の 

し
た 

こ
と
の 

む
く

い
を
、
自
分
が 

受
け
る

㋒
前
置
き
を 

せ
ず
、
す
ぐ
に 

大

事
な 

こ
と
に 

入
る

㋓
何
人
か
の 

人
が
、
心
を 

一
つ

に 

す
る

㋔
言
葉
に 

し
な
く
て
も
、
気
持

ち
が 

通
じ
合
う

㋕
す
ぐ
れ
た 

人
は
、
時
間
を 

か

け
て 

力
を 

つ
け
、
後
か
ら 

大

き
く 

成
功
す
る

㋖
気
を 

ゆ
る
め
る
と 

思
わ
ぬ

失
敗
を 
す
る

㋗
本
当
か 
ど
う
か
、
決
め
か
ね

て 

迷
う

ヒント

四字じゅく語の 一字一字の 意味を 考えると、全体の 意味

が 分かる ことが あるよ。

できたら
はなまる ことわざと慣用句 ・ つぎは この たんげんは おしまい

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-64

四字じゅく語の 意味
むずかしい ★★★ ・ 四字じゅく語の 意味

句
ことわざと慣用句

漢字の 意味を
手がかりに



なまえ ひづけ がつ にち

①
秋
に
な
る
と
、
木
の
葉
が
落
ち
て
、
道
や

公
園
に
積
も
り
ま
す
。

②
落
ち
葉
は
、
ミ
ミ
ズ
や
ダ
ン
ゴ
ム
シ
、
目

に
見
え
な
い
ほ
ど
小
さ
な
生
き
物
に
食
べ
ら
れ

て
、
少
し
ず
つ
細
か
く
な
り
ま
す
。

③
や
が
て
落
ち
葉
は
土
に
ま
じ
り
、
植
物
が

育
つ
た
め
の
養
分
に
な
り
ま
す
。

④
わ
た
し
は
、
落
ち
葉
は
ご
み
で
は
な
く
、

森
を
育
て
る
大
切
な
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

⑤
学
校
の
花
だ
ん
で
も
、
落
ち
葉
を
集
め
て

土
に
ま
ぜ
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

1

①
〜
⑤
の 

文
は
、
事
実

と 

意
見
の 

ど
ち
ら
か

な
。
記
号
を 

書
こ
う
。

㋐
事
実

㋑
意
見

1

①
の 

文

2

②
の 

文

3

③
の 

文

4

④
の 

文

5

⑤
の 

文

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「だん落の 役わり」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-65

事実と 意見
やさしい ★☆☆ ・ 事実と 筆者の 意見を 分ける ・ 1まいめ

読
どっかい

文の 終わりに
注目しよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

ま
い
め
の 

文
章
を 

見
て 

答
え
よ
う
。

2

文
章
か
ら 

書
き
ぬ
こ
う
。

6

筆
者
は
、
落
ち
葉
を 

何
だ
と 

考
え
て 

い
る
か
。（
〜
も
の
）（
10
字
）

3

合
う 

も
の
を 

選
ぼ
う
。

7

意
見
の 

文
の 

終
わ
り
に 

使
わ
れ
て 

い
る 

言
葉
は
？

㋐
〜
と
考
え
ま
す
・
〜
と
思
い
ま
す

㋑
〜
が
積
も
り
ま
す

㋒
〜
に
な
り
ま
す

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「だん落の 役わり」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-65

事実と 意見
やさしい ★☆☆ ・ 事実と 筆者の 意見を 分ける ・ 2まいめ

読
どっかい

文の 終わりに
注目しよう



なまえ ひづけ がつ にち

①
雨
が
上
が
っ
た
あ
と
、
校
庭
に
で
き
た
水

た
ま
り
は
、
い
つ
の
間
に
か
消
え
て
し
ま
い
ま

す
。
水
た
ま
り
の
水
は
、
ど
こ
へ
行
く
の
で
し

ょ
う
か
。

②
一
つ
目
の
行
き
先
は
、
地
面
の
下
で
す
。

校
庭
の
土
に
は
小
さ
な
す
き
間
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
水
は
そ
の
す
き
間
を
通
っ
て
、
地
面
の
下

へ
し
み
こ
ん
で
い
き
ま
す
。

③
二
つ
目
の
行
き
先
は
、
空
気
の
中
で
す
。

水
は
、
目
に
見
え
な
い
水
じ
ょ
う
気
に
な
っ

て
、
少
し
ず
つ
空
気
の
中
へ
出
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
を
「
じ
ょ
う
発
」
と
い
い
ま
す
。
晴
れ
て

気
温
が
高
い
日
ほ
ど
、
水
は
早
く
じ
ょ
う
発
し

ま
す
。

④
こ
の
よ
う
に
、
水
た
ま
り
の
水
は
、
地
面

に
し
み
こ
ん
だ
り
、
じ
ょ
う
発
し
た
り
し
て
、

消
え
て
い
く
の
で
す
。

1

①
〜
④
の 

だ
ん
落
の

役
わ
り
を 

選
ん
で
、
記

号
を 

書
こ
う
。

㋐
問
い
を 

出
し
て 

い
る

㋑
答
え
の 

一
つ
目
を 

説
明

し
て 

い
る

㋒
答
え
の 

二
つ
目
を 

説
明

し
て 

い
る

㋓
全
体
を 

ま
と
め
て 

い
る

1

①
の 

だ
ん
落

2

②
の 

だ
ん
落

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「筆者の 考えの 中心」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-66

だん落の 役わり
ふつう ★★☆ ・ はじめ・中・終わりの 組み立て ・ 1まいめ

読
どっかい

問いと 答えを
さがそう



なまえ ひづけ がつ にち

1

ま
い
め
の 

文
章
を 

見
て 

答
え
よ
う
。

1

①
〜
④
の 

だ
ん
落
の 

役
わ
り
を 

選
ん
で
、
記
号
を 

書
こ
う
。（
つ
づ

き
）

㋐
問
い
を 

出
し
て 

い
る

㋑
答
え
の 

一
つ
目
を 

説
明
し
て 

い
る

㋒
答
え
の 

二
つ
目
を 

説
明
し
て 

い
る

㋓
全
体
を 

ま
と
め
て 

い
る

3

③
の 
だ
ん
落

4

④
の 

だ
ん
落

2

文
章
か
ら 

書
き
ぬ
こ
う
。

5

水
が 

水
じ
ょ
う
気
に 
な
っ
て 

空
気
の 

中
へ 

出
て 

い
く 

こ
と
を 

何
と 

い

う
か
。（
4
字
）

3

合
う 

も
の
を 

選
ぼ
う
。

6

水
が 

早
く 

じ
ょ
う
発
す
る
の
は 

ど
ん
な 
日
か
。

㋐
晴
れ
て 

気
温
が 

高
い 

日

㋑
く
も
っ
て 

す
ず
し
い 

日

㋒
雨
が 

ふ
っ
て 

い
る 

日

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「筆者の 考えの 中心」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-66

だん落の 役わり
ふつう ★★☆ ・ はじめ・中・終わりの 組み立て ・ 2まいめ

読
どっかい

問いと 答えを
さがそう



なまえ ひづけ がつ にち

①
朝
、
教
室
に
入
る
と
き
、「
お
は
よ
う
」

と
声
を
か
け
て
い
ま
す
か
。
あ
い
さ
つ
は
、
短

い
言
葉
で
す
が
、
大
き
な
働
き
を
も
っ
て
い
ま

す
。②

一
つ
は
、
相
手
に
「
あ
な
た
に
気
づ
い
て

い
ま
す
よ
」
と
伝
え
る
働
き
で
す
。
名
前
を
呼よ

ん
で
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
る
と
、
自
分
の
こ
と
を

見
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
て
、
う
れ
し
く
な
り

ま
す
。

③
も
う
一
つ
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
整
え
る

働
き
で
す
。
声
に
出
し
て
あ
い
さ
つ
を
す
る

と
、
気
持
ち
が
切
り
か
わ
り
、「
さ
あ
、
始
め

よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

④
あ
い
さ
つ
は
、
相
手
と
の
つ
な
が
り
を
つ

く
り
、
自
分
の
一
日
を
始
め
る
、
大
切
な
言
葉

な
の
で
す
。
毎
日
の
あ
い
さ
つ
を
、
大
切
に
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

1

文
章
か
ら 

書
き
ぬ
こ

う
。

1

一
つ
目
の 

働
き
で
、
相
手

に 

伝
え
る 

こ
と
は 

何
か
。

「
」
の 

中
か
ら 

書
き
ぬ
こ

う
。（
12
字
）

2

二
つ
目
の 

働
き
は 

何
か
。

（
〜
働
き
）（
12
字
）

3

あ
い
さ
つ
を 

す
る
と
、
ど

ん
な 

気
持
ち
に 

な
る
か
。「
」

の 

中
か
ら 

書
き
ぬ
こ
う
。

（
7
字
）

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「表と 文章を 結びつける」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-67

筆者の 考えの 中心
ふつう ★★☆ ・ いちばん 伝えたい ことを つかむ ・ 1まいめ

読
どっかい

まとめの
だん落は？



なまえ ひづけ がつ にち

1

ま
い
め
の 

文
章
を 

見
て 

答
え
よ
う
。

2

合
う 

も
の
を 

選
ぼ
う
。

4

筆
者
の 

考
え
が 

い
ち
ば
ん 

よ
く 

表
れ
て 

い
る 

だ
ん
落
は
？

㋐
④

㋑
①

㋒
②

5

こ
の 

文
章
の 

要
旨
（
筆
者
が 

い
ち
ば
ん 

伝
え
た
い 

こ
と
）
は
？

よ
う
し

㋐
あ
い
さ
つ
は
、
相
手
と
の 

つ
な
が
り
を 

つ
く
り
、
自
分
の 

一
日
を 

始
め

る 
大
切
な 

言
葉
だ

㋑
名
前
を 
呼
ぶ
と
、
相
手
は 

う
れ
し
く 

な
る

よ

㋒
あ
い
さ
つ
は
、
大
き
な 

声
で 

し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「表と 文章を 結びつける」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-67

筆者の 考えの 中心
ふつう ★★☆ ・ いちばん 伝えたい ことを つかむ ・ 2まいめ

読
どっかい

まとめの
だん落は？



なまえ ひづけ がつ にち

いちばん よく 読む 本の 種類（一人 一つ）

種類 物語 図かん まんが 伝記 その他

人数 12 8 6 4 2

クラスで、いちばんよく読む本の種類を調べました。いちばん多

かったのは物語で、十二人でした。次に多かったのは図かんです。

伝記を読む人は四人で、物語の三分の一でした。

わたしは、伝記のおもしろさを、もっと多くの人に知ってほしい

と思います。そこで、学級文庫に伝記をふやすことを提案します。

1 表を 見て、□に 数を 書こう。

1 調べた 人数は 全部で 人

2 物語を 読む 人は、伝記を 読む 人の 倍

2 合う ものを 選ぼう。

3 二番目に 多い 種類は？ 伝記 図かん まんが

4 表から 分かる ことは？

まんがを 読む 人は、図かんを 読む 人より 少ない

伝記は 二番目に 多い

まんがを 読む 人は、物語を 読む 人より 多い

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「登場人物の 関係」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-68

表と 文章を 結びつける
むずかしい ★★★ ・ 表から 必要な 情報を 見つける ・ 1まいめ

読
どっかい

表と 文章を
見くらべよう

ア イ ウ

ア

イ

ウ



なまえ ひづけ がつ にち

1まいめの 表・グラフと 文章を 見て 答えよう。

3 文章から 書きぬこう。

5 筆者が 提案して いる ことは 何か。（〜こと）

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「登場人物の 関係」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-68

表と 文章を 結びつける
むずかしい ★★★ ・ 表から 必要な 情報を 見つける ・ 2まいめ

読
どっかい

表と 文章を
見くらべよう



なまえ ひづけ がつ にち

「
た
だ
い
ま
。」
ゆ
う
た
が
家
に
帰
る
と
、

台
所
か
ら
い
い
に
お
い
が
し
て
き
た
。「
お
帰

り
。
今
日
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
来
て
い
る
よ
。」

と
、
母
が
言
っ
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
母
の
お
母
さ
ん
で
、
と

な
り
の
町
に
一
人
で
く
ら
し
て
い
る
。
ゆ
う
た

は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
る
に
も
の
が
大
好
き

だ
。「

ゆ
う
た
、
大
き
く
な
っ
た
ね
え
。」
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、
目
を
細
め
て
ゆ
う
た
の
頭
を
な

で
た
。
ゆ
う
た
は
少
し
は
ず
か
し
か
っ
た
が
、

に
っ
こ
り
笑
っ
た
。
そ
こ
へ
、
妹
の
さ
き
が
走

っ
て
き
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ひ
ざ
に
す
わ
っ

た
。

1

合
う 

も
の
を 

選
ぼ

う
。

1

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
だ
れ

の 

お
母
さ
ん
か
。

㋐
父

㋑
母

㋒
ゆ
う
た

2

さ
き
は
、
ゆ
う
た
の 

何
に

あ
た
る
か
。

㋐
姉

㋑
い
と
こ

㋒
妹

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「気持ちの 変化」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-69

登場人物の 関係
やさしい ★☆☆ ・ だれと だれが どんな 関係か ・ 1まいめ

読
どっかい

人物に
しるしを つけよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

ま
い
め
の 

文
章
を 

見
て 

答
え
よ
う
。

1

合
う 

も
の
を 

選
ぼ
う
。（
つ
づ
き
）

3

頭
を 

な
で
ら
れ
た 

と
き
の 

ゆ
う
た
の 

様
子
は
？

㋐
泣
き
出
し
た

㋑
い
や
が
っ
て 

に
げ
た

㋒
少
し 

は
ず
か
し
か
っ
た
が
、
に
っ
こ
り 

笑
っ
た

2

文
章
か
ら 

書
き
ぬ
こ
う
。

4

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ど
こ
に 

く
ら
し
て 

い
る
か
。（
5
字
）

5

ゆ
う
た
が 
大
好
き
な 

も
の
は 

何
か
。（
12
字
）

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「気持ちの 変化」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-69

登場人物の 関係
やさしい ★☆☆ ・ だれと だれが どんな 関係か ・ 2まいめ

読
どっかい

人物に
しるしを つけよう



なまえ ひづけ がつ にち

運
動
会
の
前
の
日
、
は
る
か
は
リ
レ
ー
の
練

習
で
、
バ
ト
ン
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。「
わ

た
し
の
せ
い
で
負
け
た
ら
、
ど
う
し
よ
う
。」

帰
り
道
、
は
る
か
の
足
取
り
は
重
か
っ
た
。

家
に
帰
る
と
、
兄
が
言
っ
た
。「
お
れ
も
去

年
、
バ
ト
ン
を
落
と
し
た
こ
と
が
あ
る
よ
。
で

も
、
受
け
取
る
前
に
手
を
大
き
く
後
ろ
に
出
す

よ
う
に
し
た
ら
、
も
う
落
と
さ
な
く
な
っ
た
ん

だ
。」次

の
日
の
朝
、
は
る
か
は
早
め
に
校
庭
へ
行

き
、
何
度
も
バ
ト
ン
の
受
け
わ
た
し
を
練
習
し

た
。
手
の
ひ
ら
に
バ
ト
ン
が
ぴ
た
り
と
お
さ
ま

っ
た
と
き
、
は
る
か
は
顔
を
上
げ
て
、
青
い
空

を
見
た
。「
よ
し
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。」

1

合
う 

も
の
を 

選
ぼ

う
。

1

は
じ
め
の 

は
る
か
の 

気
持

ち
は
？

㋐
う
れ
し
い

㋑
不
安

㋒
お
こ
っ
て 

い
る

2

兄
の 

話
を 

聞
い
た 

後
、

は
る
か
は 

何
を 

し
た
か
。

㋐
リ
レ
ー
に 

出
な
い
と 

決

め
た

㋑
兄
に 

練
習
を 

た
の
ん
だ

㋒
早
め
に 

校
庭
へ 

行
き
、

受
け
わ
た
し
を 

練
習
し
た

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「人物の 人がら」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-70

気持ちの 変化
ふつう ★★☆ ・ 行動や 様子から 気持ちを 読む ・ 1まいめ

読
どっかい

はじめと 終わりを
くらべよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

ま
い
め
の 

文
章
を 

見
て 

答
え
よ
う
。

1

合
う 

も
の
を 

選
ぼ
う
。（
つ
づ
き
）

3

は
る
か
の 

気
持
ち
は 

ど
う 

変
わ
っ
た
か
。

㋐
不
安 →

 

自
信

㋑
楽
し
い →

 

悲
し
い

㋒
い
か
り →

 

安
心

2

文
章
か
ら 

書
き
ぬ
こ
う
。

4

は
じ
め
の 

気
持
ち
が 

表
れ
て 

い
る 

様
子
。「
帰
り
道
、
は
る
か
の
」
に 

続

く 

言
葉
。（
8
字
）

5

終
わ
り
の 
気
持
ち
が 

分
か
る 

は
る
か
の 

言
葉
。（
9
字
）

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「人物の 人がら」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-70

気持ちの 変化
ふつう ★★☆ ・ 行動や 様子から 気持ちを 読む ・ 2まいめ

読
どっかい

はじめと 終わりを
くらべよう



なまえ ひづけ がつ にち

休
み
時
間
、
教
室
の
す
み
で
、
転
校
し
て
き

た
ば
か
り
の
み
な
み
が
、
一
人
で
本
を
読
ん
で

い
た
。
健
太
は
そ
れ
に
気
づ
く
と
、
サ
ッ
カ
ー

ボ
ー
ル
を
置
い
て
、
み
な
み
の
所
へ
行
っ
た
。

「
そ
の
本
、
ぼ
く
も
好
き
な
ん
だ
。
三
巻
ま
で

か
ん

あ
る
の
、
知
っ
て
る
？
」
み
な
み
は
顔
を
上

げ
、
小
さ
く
う
な
ず
い
た
。

次
の
日
、
健
太
は
家
か
ら
二
巻
を
持
っ
て
き

か
ん

て
、
だ
ま
っ
て
み
な
み
の
つ
く
え
の
上
に
置
い

た
。
手
紙
に
は
「
読
み
終
わ
っ
た
ら
、
感
想
を

聞
か
せ
て
ね
。」
と
だ
け
書
い
て
あ
っ
た
。

1

文
章
か
ら 

書
き
ぬ
こ

う
。

1

健
太
が 

気
づ
い
た
の
は
、

だ
れ
が 

ど
う
し
て 

い
る 

こ

と
か
。（
15
字
）

2

手
紙
に 

書
い
て 

あ
っ
た

言
葉
（「
。」
も 

一
マ
ス
）。

（
17
字
）

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「表現の 工夫」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-71

人物の 人がら
ふつう ★★☆ ・ 行動や 会話から 人がらを 読む ・ 1まいめ

読
どっかい

したことに
注目しよう



なまえ ひづけ がつ にち

1

ま
い
め
の 

文
章
を 

見
て 

答
え
よ
う
。

2

合
う 

も
の
を 

選
ぼ
う
。

3

健
太
が 

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を 

置
い
た
の
は 

な
ぜ
か
。

㋐
ボ
ー
ル
が 

こ
わ
れ
た
た
め

㋑
み
な
み
の 

所
へ 

行
く
た
め

㋒
先
生
に 

し
か
ら
れ
た
た
め

4

本
を
「
だ
ま
っ
て
」
置
い
た 

こ
と
か
ら 

分
か
る 

健
太
の 

人
が
ら
は
？

㋐
人
と 
話
す
の
が 

き
ら
い

㋑
お
し
つ
け
が
ま
し
く
な
い
、
ひ
か
え
め
な 

や
さ
し
さ
が 

あ
る

㋒
わ
す
れ
っ
ぽ
い

5

健
太
は 

ど
ん
な 
人
物
か
。

㋐
人
前
で 

目
立
ち
た
が
る

㋑
周
り
の 

人
に 

よ
く 

気
を 

配
る

㋒
自
分
の 

こ
と
し
か 
考
え
な
い

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「表現の 工夫」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-71

人物の 人がら
ふつう ★★☆ ・ 行動や 会話から 人がらを 読む ・ 2まいめ

読
どっかい

したことに
注目しよう



なまえ ひづけ がつ にち

夕
方
の
川
原
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
光
で
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
。
水
面
は
、
ま
る
で
た
く
さ
ん
の

小
さ
な
鏡
を
し
き
つ
め
た
よ
う
に
、
き
ら
き
ら

と
光
っ
て
い
る
。

ぼ
く
は
石
を
拾
っ
て
、
川
に
向
か
っ
て
投
げ

た
。
石
は
、
一
回
、
二
回
、
三
回
と
、
水
の
上

を
は
ね
て
い
っ
た
。

「
す
ご
い
！
」
妹
が
さ
け
ん
だ
。

も
う
一
回
。
も
う
一
回
。
ぼ
く
は
、
暗
く
な

る
ま
で
石
を
投
げ
続
け
た
。
川
は
、
ぼ
く
た
ち

の
笑
い
声
を
、
遠
く
ま
で
運
ん
で
い
く
よ
う
だ

っ
た
。

1

文
章
か
ら 

書
き
ぬ
こ

う
。

1

水
面
を 

何
に 

た
と
え
て

い
る
か
。（
9
字
）

2

同
じ 

言
葉
を 

く
り
返
し
て

い
る 

所
（
二
回
目
ま
で
）。

（
10
字
）

2

合
う 

も
の
を 

選
ぼ

う
。

3

水
面
の 

た
と
え
の 

効
果

は
？㋐

水
面
が 

光
っ
て 

い
る 

様

子
が 

目
に 

う
か
ぶ

㋑
水
が 

つ
め
た
い 

こ
と
が

分
か
る

㋒
川
が 

深
い 

こ
と
が 

分
か

る

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「伝記」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-72

表現の 工夫
むずかしい ★★★ ・ たとえ・くり返しの 効果 ・ 1まいめ

読
どっかい

様子が
目に うかぶかな



なまえ ひづけ がつ にち

1

ま
い
め
の 

文
章
を 

見
て 

答
え
よ
う
。

2

合
う 

も
の
を 

選
ぼ
う
。（
つ
づ
き
）

4

く
り
返
し
の 

効
果
は
？

㋐
石
が 

少
な
い 

こ
と
が 

分
か
る

㋑
投
げ
る
の
が 

い
や
に 

な
っ
た 

こ
と
が 

分
か
る

㋒
何
度
も 

投
げ
続
け
る 

楽
し
さ
が 

伝
わ
る

5

「
川
は
、…

運
ん
で
い
く
よ
う
だ
っ
た
」
は 

ど
ん
な 

表
現
か
。

㋐
色
を 
表
す 

言
葉
を 

使
っ
て 

い
る

㋑
人
で 

な
い 
も
の
を
、
人
の
よ
う
に 

表
し
て 

い
る

㋒
音
を 

表
す 
言
葉
を 

使
っ
て 

い
る

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「伝記」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-72

表現の 工夫
むずかしい ★★★ ・ たとえ・くり返しの 効果 ・ 2まいめ

読
どっかい

様子が
目に うかぶかな



なまえ ひづけ がつ にち

野
口
英
世
は
、
一
八
七
六
年
、
今
の
福
島
県

に
生
ま
れ
た
。
一
才
の
と
き
、
い
ろ
り
に
落
ち

て
、
左
手
に
大
や
け
ど
を
し
た
。
指
は
く
っ
つ

い
て
、
開
か
な
く
な
っ
た
。

小
学
校
で
は
、
手
の
こ
と
で
か
ら
か
わ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
英
世
は
勉
強
に
は
げ
ん

だ
。
や
が
て
、
先
生
や
友
達
が
集
め
た
お
金
で

手
術
を
受
け
、
指
が
少
し
動
く
よ
う
に
な
っ

た
。
英
世
は
医
学
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
り
、
自

分
も
医
者
に
な
ろ
う
と
決
め
た
。

大
人
に
な
っ
た
英
世
は
、
ア
メ
リ
カ
に
わ
た

っ
て
研
究
を
続
け
、
多
く
の
論
文
を
書
い
た
。

ろ
ん
ぶ
ん

そ
し
て
、
黄
熱
病
と
い
う
病
気
の
研
究
の
た
め

に
向
か
っ
た
ア
フ
リ
カ
で
、
自
ら
も
そ
の
病
気

に
か
か
り
、
一
九
二
八
年
に
亡
く
な
っ
た
。

な

1

文
章
か
ら 

書
き
ぬ
こ

う
。

1

英
世
が 

生
ま
れ
た 

年
。

（
5
字
）

2

左
手
に 

大
や
け
ど
を 

し
た

原
因
。（
〜
て
）（
7
字
）

3

ア
フ
リ
カ
で 

研
究
し
た 

病

気
。（
3
字
）

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「ずい筆」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-73

伝記
ふつう ★★☆ ・ 人物の 生き方を 読む ・ 1まいめ

読
どっかい

出来事と
生き方を 結ぼう



なまえ ひづけ がつ にち

1

ま
い
め
の 

文
章
を 

見
て 

答
え
よ
う
。

2

合
う 

も
の
を 

選
ぼ
う
。

4

英
世
が 

医
者
に 

な
ろ
う
と 

決
め
た 

き
っ
か
け
は
？

㋐
先
生
に 

し
か
ら
れ
た 

こ
と

㋑
手
術
を 

受
け
て
、
指
が 

動
く
よ
う
に 

な
っ
た 

こ
と

㋒
ア
メ
リ
カ
に 

わ
た
っ
た 

こ
と

5

英
世
の 

生
き
方
と
し
て 

合
う 

も
の
は
？

㋐
人
と 
争
っ
て 

ば
か
り 

い
た

㋑
つ
ら
い 
こ
と
が 

あ
っ
て
も
、
目
標
に 

向
か
っ
て 

努
力
し
続
け
た

㋒
生
ま
れ
た 
町
か
ら 

一
度
も 

出
な
か
っ
た

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「ずい筆」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく5ねんせい ・ こくご ・ k5-73

伝記
ふつう ★★☆ ・ 人物の 生き方を 読む ・ 2まいめ

読
どっかい

出来事と
生き方を 結ぼう



なまえ ひづけ がつ にち

わ
た
し
の
家
の
近
く
に
、
小
さ
な
パ
ン
屋
が

あ
る
。
毎
朝
、
店
の
前
を
通
る
と
、
焼
き
た
て

の
パ
ン
の
に
お
い
が
す
る
。

あ
る
雨
の
日
、
か
さ
を
わ
す
れ
て
、
店
の
の

き
下
で
雨
宿
り
を
し
て
い
る
と
、
店
の
お
じ
さ

ん
が
「
こ
れ
、
使
っ
て
。」
と
か
さ
を
貸
し
て

く
れ
た
。
次
の
日
、
か
さ
を
返
し
に
行
く
と
、

お
じ
さ
ん
は
「
わ
ざ
わ
ざ
あ
り
が
と
う
。」
と

笑
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
わ
た
し
は
パ
ン
屋
の
前
を
通
る

た
び
に
、
お
じ
さ
ん
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
名
前
も
知
ら
な
い
人
だ
け
れ
ど
、

町
の
中
に
顔
見
知
り
が
い
る
と
い
う
の
は
、
な

ん
だ
か
心
強
い
も
の
だ
と
思
う
。

1

次
の 

こ
と
は
、
筆
者
の

体
験
と 

考
え
の 

ど
ち

ら
か
な
。
記
号
を 

書
こ

う
。

㋐
体
験

㋑
考
え

1

か
さ
を 

わ
す
れ
て 

雨
宿
り

を 

し
て 

い
た
。

2

町
の 

中
に 

顔
見
知
り
が

い
る
の
は 

心
強
い
。

3

次
の 

日
、
か
さ
を 

返
し
に

行
っ
た
。

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「詩」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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なまえ ひづけ がつ にち

1

ま
い
め
の 

文
章
を 

見
て 

答
え
よ
う
。

1

次
の 

こ
と
は
、
筆
者
の 

体
験
と 

考
え
の 

ど
ち
ら
か
な
。
記
号
を 

書
こ

う
。（
つ
づ
き
）

㋐
体
験

㋑
考
え

4

お
じ
さ
ん
に 

あ
い
さ
つ
を 

す
る
よ
う
に 

な
っ
た
。

2

合
う 
も
の
を 

選
ぼ
う
。

5

筆
者
が 
い
ち
ば
ん 

伝
え
た
い 

こ
と
は
？

㋐
か
さ
は 

い
つ
も 
持
ち
歩
く 

べ
き
だ

㋑
町
に 

顔
見
知
り
が 
い
る
の
は 

心
強
い

㋒
パ
ン
は 

焼
き
た
て
が 
い
ち
ば
ん 

お
い
し
い

3

文
章
か
ら 

書
き
ぬ
こ
う
。

6

お
じ
さ
ん
が 

か
さ
を 

貸
し
て 
く
れ
た 

と
き
の 

言
葉
。（
6
字
）

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「詩」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）
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なまえ ひづけ がつ にち

木

木
は
　
立
っ
て
い
る

雨
の
日
も
　
風
の
日
も

ず
っ
と
　
同
じ
場
所
に

木
は
　
知
っ
て
い
る

春
に
　
芽
を
出
す
こ
と
を

秋
に
　
葉
を
落
と
す
こ
と
を

だ
か
ら
　
木
は

冬
の
　
は
だ
か
の
　
え
だ
で

じ
っ
と
　
空
を
　
見
上
げ
て
い
る

1

詩
か
ら 

書
き
ぬ
こ
う
。

1

一
連
目
と 

二
連
目
の 

始
め

に 

く
り
返
さ
れ
て 

い
る 

言

葉
。（
2
字
）

2

木
が 

知
っ
て 

い
る 

こ

と
。
春
に 

ど
う 

す
る 

こ
と

か
。（
6
字
）

3

木
が 

知
っ
て 

い
る 

こ

と
。
秋
に 

ど
う 

す
る 

こ
と

か
。（
7
字
）

できたら
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なまえ ひづけ がつ にち

1

ま
い
め
の 

文
章
を 

見
て 

答
え
よ
う
。

2

合
う 

も
の
を 

選
ぼ
う
。

4

「
木
は 

知
っ
て
い
る
」
は 

ど
ん
な 

表
現
か
。

㋐
も
の
の 

音
を 

表
し
て 

い
る

㋑
た
と
え
を
「
よ
う
に
」
で 

表
し
て 

い
る

㋒
人
で 

な
い 

も
の
を
、
人
の
よ
う
に 

表
し
て 

い
る

5

三
連
目
の 

木
の 

様
子
か
ら 

感
じ
ら
れ
る 

こ
と
は
？

㋐
か
れ
て 

し
ま
っ
た

㋑
冬
が 

い
ち
ば
ん 

好
き
だ

㋒
春
が 
来
る
の
を 

待
っ
て 

い
る

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは 「意見文」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）
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なまえ ひづけ がつ にち

わ
た
し
は
、
学
校
の
図
書
室
を
、
昼
休
み
だ

け
で
な
く
、
放
課
後
も
開
け
て
ほ
し
い
と
考
え

る
。理

由
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
昼
休
み
は

時
間
が
短
く
、
ゆ
っ
く
り
本
を
選
べ
な
い
か
ら

だ
。
わ
た
し
の
ク
ラ
ス
で
も
、「
選
ん
で
い
る

う
ち
に
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う

声
が
多
い
。
二
つ
目
は
、
放
課
後
に
調
べ
学
習

を
し
た
い
人
が
い
る
か
ら
だ
。
宿
題
で
調
べ
物

を
す
る
と
き
、
家
に
本
が
な
い
人
も
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
図
書
委
員
の
仕
事
が
ふ
え
る
と

い
う
心
配
も
あ
る
。
し
か
し
、
当
番
を
曜
日
ご

と
に
分
け
れ
ば
、
一
人
の
負
担
は
そ
れ
ほ
ど
大

ふ
た
ん

き
く
な
ら
な
い
。

放
課
後
の
図
書
室
は
、
本
好
き
の
人
に
も
、

調
べ
学
習
を
す
る
人
に
も
、
役
に
立
つ
は
ず

だ
。

1

文
章
か
ら 

書
き
ぬ
こ

う
。

1

昼
休
み
の 

ほ
か
に
、
い
つ

開
け
て 

ほ
し
い
と 

考
え
て

い
る
か
。（
3
字
）

2

理
由
の 

一
つ
目
。（
〜
か

ら
）（
22
字
）

3

予
想
さ
れ
る 

心
配
。（「
〜

と
い
う 

心
配
」
の 

〜
）（
11

字
）
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なまえ ひづけ がつ にち

1

ま
い
め
の 

文
章
を 

見
て 

答
え
よ
う
。

2

合
う 

も
の
を 

選
ぼ
う
。

4

理
由
の 

二
つ
目
は
？

㋐
放
課
後
に 

調
べ
学
習
を 

し
た
い 

人
が 

い
る

㋑
図
書
室
の 

本
が 

古
い

㋒
図
書
委
員
が 

ひ
ま
だ

5

心
配
に 

対
す
る 

筆
者
の 

答
え
は
？

㋐
図
書
委
員
を 

や
め
る

㋑
先
生
に 

当
番
を 

し
て
も
ら
う

㋒
当
番
を 
曜
日
ご
と
に 

分
け
れ
ば
、
一
人
の 

負
担
は 

大
き
く 

な
ら
な
い

ふ
た
ん

できたら
はなまる どっかい ・ つぎは この たんげんは おしまい

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）
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読
どっかい

主張と 理由に
線を 引こう


